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NTT東西は、従来の交換機を利用した固定電話網が

維持限界を迎えるため、2024年の初頭からIP網へ順次

移行する計画を発表しました。固定電話網の移行に伴い

企業の受発注や決済などで使われているINSネット（総

合デジタル通信網（ISDN））サービスも終了することか

らEDIへの影響が懸念されています。

ECセンター情報技術委員会では、総務省、NTT東西、

その他関係団体と連携し、IP化に伴うEDIへの影響調査

と対応策について検討してきました。

固定電話網のIP化により、基本的な音声サービスは継

続して利用可能ですが、固定電話網を利用したEDI取引

では、調査・検証の結果、データ伝送遅延が発生するこ

とが確認されました。また、JEITA会員企業（大手電機

メーカ数社）にEDI利用調査をしたところ、固定電話網

（加入電話、INSネット）を利用してEDI取引を行ってい

る企業は少なくとも4,000社以上あり、国内産業界全体

ではEDIによる受発注を行っている企業は50万社にも

及ぶとも言われています。

EDIへの影響調査では、影響を受ける通信方式の整理、

固定電話網IP化後の環境でのEDI検証、及び、総務省、

NTT東西との意見交換を通して影響受ける範囲や時期

について確認を行いました。

固定電話網IP化により影響を受ける通信方式

ITエレクトロニクス業界では、主に以下の4つの通信

方式でEDIが行われています。

この4つの通信方式のうち、固定電話網を利用する①

加入電話及び②INSネットを利用した通信方式が固定電

話網IP化により遅延が発生する通信方式になります。イ

ンターネットEDI及びWebブラウザベースのEDIは固定

電話網を利用していないため、影響はありません。

固定電話網IP化環境でのEDI検証

NTT東西から提供された固定電話網IP化後の検証環境

では、通信は可能なものの、EDIの処理時間が従来から

最大950%遅延し、58秒の処理が9分09秒となる結果

が認められました。EDIを利用する企業の中にはデータ

送受信スケジュールやその後の業務スケジュールが分刻

みでスケジューリングされているケースもあり、固定電

話網がIP化された後では、各企業の業務処理が間に合わ

ず、受発注業務や生産業務に影響を与える可能性があり

ます。

固定電話網のIP化によるEDIへの影響と対策
ECALGA情報技術セミナーを開催

【固定電話網IP化により影響を受ける通信方式】

【固定電話網IP化環境でのEDI検証結果】

EDI取引への影響

固定電話網IP化によるEDIへの影響調査

1 5 ●



EDIへの影響発生時期

NTT東西は2025年1月までに固定電話網を完全にIP

化する移行スケジュールを立てており、順次IP化が進め

られ、EDIへの遅延も順次発生していきます。次表の通

り、2023年1月から影響を受ける可能性があります。

影響調査結果や関連団体（一般社団法人全国銀行協会

など）の動向等をふまえ、対応方針の検討を行いまし

た。その結果、ECセンターでは、遅延が発生する可能

性がある前の2022年12月末までにインターネットEDI

（ebMS3.0手順）へ移行することを第一に推奨する方針

としました。ebMS3.0手順はJEITA（ECALGA）標準で

定めいている通信方式であり、今回実証実験なども行い、

業務プロセスやメッセージへの影響がなく、安価で容易

に移行できる見通しも立っています。

固定電話網IP化によるEDIの影響及び対策を広く公表

するため、9月21日（木）にECALGA情報技術セミナー

を開催したところ、会場はほぼ満席となり、盛況のうち

に終了いたしました。セミナー参加者から、「実施すべ

きことが分かった」、「インターネットEDI（ebMS3.0手

順）へ移行すべき理由が明確で分かりやすかった」と好評

を得ました。

今後も各企業が固定電話網IP化に伴うEDIの移行を容

易に進めることができるように、ECセンターが無償提

供する『JEITA共通クライアント（ebMS3.0手順）』の利

便性向上や、本件に係る最新情報の提供、セミナー開催

などに取り組んでいきます。

ECALGA情報技術セミナー

【固定電話網IP化によるEDIへの影響発生時期】

【JEITAが推奨する通信方式】

JEITA対応方針と今後の取り組み
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